
 
学年・単元名 〇〇中学校　　第１学年　　領域：球技　　種目：ゴール型『バスケットボール』 

資質・能力 知識・技能 思考力・判断力・表現力等 学びに向かう力・人間性等 

単元目標 勝敗を競う楽しさや喜びを味わい、球

技の特性や成り立ち、技術の名称や行

い方、その運動に関連して高まる体力

などを理解するとともに、基本的な技

能や仲間と連携した動きでゲームを展

開することができる。​  

攻防などの自己の課題を発見し、合理的な解決に向け

て運動の取り組み方を工夫するとともに、自己や仲間

の考えたことを他者に伝えることができる。 

球技に積極的に取り組むとともに、

フェアなプレイを守ろうとするこ

と、作戦などについての話し合いに

参加しようとすること、一人一人の

違いに応じたプレイなどを認めよう

とすること、仲間の学習を援助しよ

うとすることなどや、健康・安全に

気を配ることができる。 

学習に即した

評価規準 

1​ 球技の特性や成り立ち、技術の名称

や行い方、その運動に関連して高ま

る体力などについて理解できる。 

2​ マークされていない味方にパスを出

すことができる。 

3​ パスを受けるために、ゴール前の空

いている場所に動くことができる。 

4​ パスやドリブルなどでボールをキー

プすることができる。 

 

1​ 提示された動きのポイントやつまずきの事例を参

考に、仲間の課題や出来映えを伝えることができ

る。 

2​ 仲間と協力する場面で、分担した役割に応じた活

動の仕方を見付けることができる。 

3​ 提供された練習方法から、自己やチームの課題に

応じた練習方法を選ぶことができる。 

1​ バスケットボールの学習に積極

的に取り組もうとしている。 

2​ マナーを守ったり相手の健闘を

認めたりして、フェアなプレイ

を守ろうとしている。 

3​ 一人一人の違いに応じた課題や

挑戦及び修正などを認めようと

している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

指導と評価の計画 
時 1 2 3 4 5 6 7 8 9（本時） 10 

ねらい 

【知・技】 

・バスケットボー

ルのゲームの特

性を理解する事

ができる。 

【知・技】 

・様々な運動を通

してバスケット

ボールに触れ、

ボール操作に慣

れることができ

る。 

【知・技】 

・基礎的なパスが

できる。 

【態度】 

・主体的に学習に

取り組むことが

できる。 

【思・判・表】 

・どのようにした

らパスをつなぐ

ことができるか

他者に伝えるこ

とができる。 

【態度】 

・主体的に学習に

取り組むことが

できる。 

【知・技】 

・ドリブルでボー

ルをキープする

ことができる。 

【知・技】 

・ドリブルシュー

ト(レイアップ)

が打てるように

できる。 

・シュートした

ボールをリング

に当てることが

できる。 

【知・技】 

・パスを貰って

シュートを打つ

にはどこに動い

たら良いか考え

ることができ

る。 

【思・判・表】 

・習得した知識を

用いて仲間に課

題や出来栄えを

伝えることがで

きる。 

【思・判・表】 

【態度】 

・これまで学習し

たことを生かし

ながらプレイ

し、考えを伝え

合うことができ

る。 

 

学

習

の

流

れ 

​ ​0  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■オリエンテー

ション 

・バスケットボー

ルの競技特性、

及び成り立ちな

どの解説 

■授業全体(10時

間)の進め方の

説明 

■試しのゲーム 

・5分間の練習の

時間をとった後

に、班わけをし

てゲームを行

い、技能のレベ

ルを確認する。 

■前時の復習 

・前時の学びから

本時の学習課題

の共有 

■ハンドリング 

・ボールを自在に

操つることがで

きるよう、ボー

ルの中心を捉

え、手のひらや

指先を使って練

習を行う。 

・頭の周り 

・腰の周り 

・足の周り 

・8の字で回す 

・クロスキャッチ 

・後ろキャッチ 

■キャッチャー

ボール 

■パスの練習（25

分） 

・チェストパス 

・バウンド 

・ワンハンドプッ

シュパス　（デ

フェンスをかわ

してパスを出せ

る。） 

■ミニゲーム（10

分） 

・別のパスを出そ

う！ 

■パスの復習（10

分） 

■４対２（ハーフ

コート） 

■グループワーク

（３分程度） 

■共有 

■４対２ 

■４対２（回数

ゲーム） 

■回数の発表 

■前時の復習 

・前時の学びから

本時の学習課題

の共有 

■ドリブル 

・体育館1周 

・上手い人のまね

をしながら１周 

■ビンゴリレー 

・５人１チーム

で、ドリブルを

しながらビンゴ

を完成させる。 

・バトンパスの時

にパスを5回し

てから次走者を

スタートさせ

る。 

■本時のまとめ 

・ドリブルでボー

ルをキープする

■前時の復習 

・前時の学びから

本時の学習課題

の共有 

■レイアップ 

・三角パスから、

レイアップ

シュートの練習

をさせる。 

・逆方向もやらせ

る。 

■ゴール下シュー

ト 

・左右交互に

シュートを打た

せる。 

・２分計り、何人

連続でリングに

当てられるか勝

負させる。 

■本時のまとめ 

・ドリブルシュー

ト（レイアッ

■前時の復習 

■アップ 

■課題 

「タグ・バスケッ

トボール」 

■練習① 

→やり方の確認 

■交流 

→上手く出来な

かったところの

話し合い 

■練習② 

■まとめ 

■前時の復習 

■アップ 

■課題 

前回の続き 

■練習① 

→どうやったら

シュートを入れ

れるかな？ 

■チーム内で作戦

会議 

■練習② 

■まとめ 

■課題解決運動 

→チームの課題に

合わせたパス・

シュート・ドリ

ブル練習 

■前時までの振り

返り 

■3対2ハーフコー

トゲーム 

→ゴール前の空間

を意識しなが

ら、シュートを

打てる位置を考

える。 

■シュートエリア

ゲーム 

→エリア内からし

かシュートが打

てないゲーム.

エリア内からパ

スをもらわない

と打てない。 

・活動していない

チームは付箋を

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
50 

・ペアでキャッチ

ボールを行う 

・右投げ 

・左投げ 

・両手投げ 

・ワンバウンドパ

ス 

・片方がチェスト

パス、片方がバ

ウンドパス 

■ドリブル 

・右手、左手ドリ

ブル 

・両手で交互に 

・下を見ないでド

リブル 

・ハーフコート

で、ドリブルを

して帰ってくる

(シュートさせ

てもいいかも) 

・ペアを作って、

ドリブルジャン

ケン 

・応用して、ドリ

ブルであっち向

いてホイ 

■本時のまとめ 

■次回の予告 

ことができたか

振り返る。 

プ）が打てるよ

うになったか、

シュートした

ボールをリング

に当てることが

できたか振り返

る。 

用いて、みて感

じたことを書

き、共有する。 

■全体交流 

■整理運動 

評

価

計

画 

知識・技能 ① ④   ④  ③    

思考・判断・表

現等    ①    ① ③  



主体的に学習に

取り組む態度           
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